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「こんにちは、たけしさん！」 
 

「こんにちは！今
こ ん

ばんは、いっしょに 

ばんごはんを食
た

べましょうか。」 

 

「えっと... 今
こ ん

ばんはちょっと...」 

 

「じゃあ、火曜日
か よ う び

はどうですか。 

いっしょにひるごはんを食
た

べましょ

うか。」 



「いいですよ。何時
な ん じ

に会
あ い

ましょう

か。」 
 

「ごぜん十一時
じ ゅ う い ち じ

はどうですか。」 
 

「十一時
じ ゅ う い ち じ

はちょっと... 十二時半
じ ゅ う に じ は ん

はどうですか。」 
 

「いいですよ。じゃあ、デートを

しましょうね！またね！」 

  



「こんにちは！メニューをくださ

い。」 
 

「はい、どうぞ。」 
 

「どうも。水
みず

もくださいね〜。」 
 

「はい、ちょっとまってくださ

い。」 
  



「たけしさん、どんな食
た

べものが

すきですか。」 

 

「えっと、たまごのりょうりが大
だい

すきです。メアリーさんは、たま

ごがすきですか。」 

 

「ええ、私
わたし

はかたゆでたまごがす

きです。」 
  

「このたまごやきは五百円
ごひゃくえん

です

よ。やすいですね。」 
 

「わああ、やすいですね。」 
 



「たけしさん、たまごやきは何
なん

です

か。」 
 

「たまごやきは、日本
に ほ ん

のたまごの

りょうりです。ちょっとあまく

て、おいしいですよ。」 
 
 

「そうですね。」 
  



「わぁ、このたまごかんてんとた

まごかけごはんはおもしろいで

す。 
 

アメリカにこのたまごの食
た

べもの

がありませんから。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



「見
み

て、メアリーさん。山下先生
やましたせんせい

もここで食
た

べていますよ。」 
 

「あの人
ひと

は山下先生
やましたせんせい

のおくさんで

すね。二人
ふ た り

はオムライスを食
た

べて

いますね。」 
 

「おちゃも飲
の

んでいます。あぁ、

おやこどんがきましたよ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



「これはおやこどんです。どう

ぞ」 
 

「ありがとうございます。いただ

きます！」 
 

「いただきます！」 
 

「すごくおいしいですね〜」 
 

「はい、そうですね。次
つぎ

のデート

も、ここに行
い

きましょうか」 
 

「はい！ いいですよ。」 
 

「僕
ぼく

は、こんど、たまごかけごはん

を食
た

べますよ！」 
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